
こ
れ
ま
で
の

河
岸
侵
食
対
策
に
関
す
る

日
本
の
協
力

　

メ
コ
ン
河
が
流
れ
る
ラ
オ
ス
で
は
侵
食

に
よ
っ
て
年
間
10
m
に
及
ぶ
河
岸
の
後

退
が
発
生
し
た
個
所
も
あ
り
、河
岸
の

す
ぐ
背
後
に
位
置
す
る
民
家
や
国
道

が
崩
落
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
場
所
も

少
な
く
な
い（
写
真
1
、2
）。こ
の
よ
う
な

河
岸
侵
食
被
害
に
対
す
る
わ
が
国
の

協
力
は
J
I
C
A
や（
社
）国
際
建
設

技
術
協
会
を
通
じ
て
1
9
9
0
年
代

後
半
よ
り
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、特
に
粗そ

朶だ

沈ち
ん

床し
ょ
う

工
法
や
木
杭
水

制
工
法

）
2、
1

（
注

な
ど
日
本
で
古
来
よ
り
用
い
ら

れ
て
き
た
河
川
伝
統
工
法
の
技
術
普

及
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
J
I
C
A
の

取
組
み
と
し
て
は
、「
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
周

辺
メ
コ
ン
河
河
岸
侵
食
対
策
計
画
調
査

（
フェ
ー
ズ
1
、2
0
0
1
〜
2
0
0
4

年
）」お
よ
び「
河
岸
侵
食
対
策
技
術
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
2
0
0
5
〜
2
0
0
7

年
）」の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
市
に
お
け
る
各
種
の
河
川
伝
統

工
法（
写
真
3
）の
実
践
を
通
じ
て（
直
接

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
）カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
へ
の
技
術
移
転
が
な
さ
れ
、ま
た

ラ
オ
ス
公
共
事
業
省
河
川
局
の
新
設
、

河
岸
侵
食
や
洪
水
を
専
門
に
扱
う
課

の
新
設
に
つ
な
が
る
な
ど
着
実
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

ラ
オ
ス
国
河
岸
侵
食
対
策

技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
フ
ェ
ー
ズ
2
）

　

今
回
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジェク
ト
は
、

こ
れ
ま
で
の
河
岸
侵
食
対
策
協
力
の
総

決
算
と
も
呼
べ
る
プ
ロ
ジェク
ト
で
あ
り
、

約
4
年
間
の
プ
ロ
ジェク
ト
終
了
後
に
は

日
本
の
協
力
か
ら
自
立
し
、ラ
オ
ス
独
力

で
全
国
に
河
岸
侵
食
対
策
事
業
を
普
及

で
き
る
状
況
を
目
標
と
し
て
い
る
。過
去

の
J
I
C
A
協
力
プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
主
に

首
都
ビ
エン
チ
ャ
ン
を
対
象
と
し
て
お
り
、

現
状
で
は
中
央
政
府
や
ビ
エン
チ
ャ
ン
市

以
外
の
地
方
県
で
は
、十
分
な
技
術
普

及
や
人
材
育
成
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。こ

の
た
め
、ボ
ケ
オ
、ル
ア
ン
パ
バ
ン
、ボ
リ
カ
ム

サ
イ
の
地
方
3
県（
図
1
）を
対
象
と
し
、

日
本
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
専
門
家
の
指
導

の
も
と
、中
央
政
府
職
員
と
地
方
県
職

員
が
協
働
し
て
河
川
伝
統
工
法
を
用
い

た
パ
イ
ロッ
ト
プ
ロ
ジェク
ト
を
実
施
す
る

こ
と
で
、地
方
に
お
い
て
河
川
伝
統
工
法

に
よ
る
河
岸
侵
食
対
策
を
普
及
展
開
す

る
た
め
の
素
地
を
確
立
す
る
。プ
ロ
ジェク

ト
の
大
筋
に
つい
て
は
、ラ
オ
ス
側
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
機
関
で
あ
る
公
共
事
業
省

河
川
局
と
も
合
意
が
な
さ
れ
て
お
り
、

以
下
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
。

①
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
主
体
に
よ
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

　

人
材
育
成
や
技
術
普
及
を
通
じ
た

写真1　 メコン河本川（ビエンチャン周辺）における河岸侵食被害 
（2010年2月）

写真2　 メコン河支川（ルアンパバン周辺）における河岸侵食被害 
（2010年2月）

ラ
オ
ス
国
に
お
け
る

河
川
伝
統
工
法
の
全
国
普
及
と

河
岸
侵
食
対
策
へ
の
取
組
み

髙
木 

泰
士 

（
正
会
員
　（
独
）国
際
協
力
機
構
）

島
野 
敏
行 

（（
独
）国
際
協
力
機
構
）

環
境
負
荷
が
小
さ
く
、低
コ
ス
ト
で
実
施
で
き
る
河
川
伝
統
工
法
の
ラ
オ
ス
全
国

で
の
普
及
を
目
的
と
し
、（
独
）国
際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）の
技
術
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
ラ
オ
ス
国
河
岸
侵
食
対
策
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
フ
ェ
ー
ズ
2
）」が

2
0
1
0
年
11
月
ス
タ
ー
ト
し
た
。パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
た
ラ
オ
ス

側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
技
術
能
力
や
実
施
能
力
の
向
上
が
今
後
の
全
国
普
及
の

鍵
を
握
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
取
組
み
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
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相
手
国
の
能
力
強
化（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・

デ
ィ
ベロッ
プ
メ
ン
ト
）は
、J
I
C
A
技
術

協
力
プ
ロ
ジェク
ト
の
眼
目
と
も
言
え
る

べ
き
部
分
で
あ
る
。こ
の
た
め
パ
イ
ロッ
ト

プ
ロ
ジェク
ト
を
日
本
人
専
門
家
の
指
導

の
も
と
相
手
国
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
主

体
と
なって
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
全
員
中
央
、地
方

の
行
政
官
で
あ
る
た
め
、計
画
・
調
査
能

力
や
契
約
業
者
に
対
す
る
監
理
能
力
を

向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。加
え
て
、プ

ロ
ジェク
ト
終
了
後
の
普
及
段
階
で
は
調

査
・
測
量
、設
計
、施
工
監
理
、維
持
管
理

な
ど
個
別
技
術
の
伝
承
も
必
要
と
さ
れ

る
た
め
、パ
イ
ロッ
ト
プ
ロ
ジェク
ト
で
は
こ

れ
ら
個
別
技
術
に
つい
て
も
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
が
自
ら
経
験
し
、知
見
を
得
る
こ

と
で
、官
主
導
に
よ
る
技
術
の
普
及
を
目

指
す
。ま
た
相
手
側
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
醸
成
す
る
た
め
、パ
イ
ロッ
ト
工
事
費

用
を
日
本
側
と
ラ
オ
ス
側
で
コ
ス
ト
シェ

ア
す
る
こ
と
も
本
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
。し
た
が
って
ラ
オ
ス
側
は

予
算
配
置
に
つい
て
も
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハウ
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
全
国
普
及
の
ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
活
か
さ
れ
る
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。

②
ラ
オ
ス
地
方
県
へ
の
技
術
普
及
の

取
組
み

　

本
プ
ロ
ジェク
ト
で
は
、特
に
河
岸
侵
食

被
害
の
激
し
い
地
方
3
県
を
対
象
と
し

て
パ
イ
ロッ
ト
プ
ロ
ジェク
ト
を
実
施
す
る

が
、そ
れ
以
外
の
地
方
県
で
の
普
及
展
開

の
足
が
か
り
を
得
る
た
め
の
取
組
み
に
つ

い
て
も
行
う
。本
プ
ロ
ジェク
ト
の
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
が
他
県
の
職
員
や
大
学
教
員

への
セ
ミ
ナ
ー
講
師
を
務
め
、ま
た
ラ
オ
ス

独
自
の
河
岸
侵
食
対
策
に
関
す
る
調

査
、設
計
、積
算
、施
工
、維
持
管
理
の
各
マ

ニュア
ル
の
作
成
な
ど
が
取
組
み
の
一
部
で

あ
る
。ま
た
、今
後
の
普
及
が
よ
り
一
層

推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、日
本
と

ラ
オ
ス
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
合
同

調
整
委
員
会
の
委
員
長
に
は
ラ
オ
ス
の

公
共
事
業
省
大
臣
に
就
任
い
た
だ
い
た
。

③
河
川
伝
統
工
法
の
適
材
適
所
で
の

活
用

　

各
種
の
河
川
伝
統
工
法
は
河
道
特
性

や
地
質
状
況
な
ど
に
よって
適
・
不
適
が

あ
り
、ま
た
河
岸
侵
食
対
策
に
加
え
て

洪
水
防
御
を
期
待
す
る
場
合
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
護
岸
や
練
石
積
護
岸
な
ど
近
代

的
な
工
法
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
た
め
、適
材
適
所
で
河
川
伝
統

工
法
を
用
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。こ

の
た
め
、日
本
人
専
門
家
と
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
が
協
働
し
て
各
パ
イ
ロッ
ト
プ
ロ

ジェク
ト
サ
イ
ト
の
入
念
な
適
地
調
査
を

行
い
、最
適
な
工
法
を
選
定
す
る
過
程

を
組
み
込
ん
で
い
る
。工
法
選
定
の
過
程

で
は
、近
代
工
法
ま
で
含
め
て
コ
ス
ト
や

図1　 フェーズ2でプロジェクトに取り組む 
対象市県

写真3　 過去のJICAプロジェクト（2001 ～ 2004年）における粗朶沈床工の施工（2006年3月） 
（小林六郎氏撮影）
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施
工
性
、環
境
負
荷
な
ど
の
比
較
検
討

を
行
う
こ
と
で
、河
川
伝
統
工
法
の
適
用

性
や
有
効
性
を
客
観
的
に
判
断
す
る
こ

と
の
で
き
る
能
力
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

に
備
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。ま
た
、

本
プ
ロ
ジェク
ト
は
技
術
協
力
プ
ロ
ジェク

ト
と
呼
ば
れ
る
能
力
強
化
重
視
の
ス

キ
ー
ム
で
パ
イ
ロッ
ト
工
事
を
実
施
す
る

た
め
、通
常
の
請
負
工
事
よ
り
も
、状
況

に
応
じ
た
臨
機
応
変
な
対
応
が
可
能
で

あ
り
、そ
の
よ
う
な
有
利
性
を
活
か
し
つ

つ
工
法
の
最
適
化
を
目
指
し
た
い
。な
お
、

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
や
ボ
ケ
オ
県
な
ど
経
済

的
に
も
重
要
な
都
市
、村
で
は
韓
国
や

中
国
の
援
助
に
よ
る
大
規
模
な
護
岸
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り（
写
真
4
）、そ
の
よ

う
な
近
代
工
法
と
の
差
別
化
が
河
川
伝

統
工
法
の
普
及
の
一
つ
の
鍵
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

④
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、維
持
管
理
、補
修

　

河
川
伝
統
工
法
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護

岸
の
よ
う
に
河
岸
を
堅
固
に
固
め
る
工

法
で
は
な
く
、洪
水
時
な
ど
に
は
あ
る
程

度
の
変
形
、損
傷
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
る
。し
た
が
って
、施
工
完
了
後
、侵
食

防
止
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
定
期

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
そ
れ
に
基
づ
く
維

持
管
理
、補
修
の
実
施
が
非
常
に
重
要

と
な
って
く
る
が
、で
き
る
限
り
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
労
を
軽
減
す
る
た
め
に
、メ
コ
ン
柳

な
ど
植
生
に
よ
る
河
岸
保
護
を
行
って
い

く
予
定
で
あ
る
。植
生
の
有
効
性
は
す

で
に
実
証
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り（
写

真
5
）、J
I
C
A
の
過
去
プ
ロ
ジェク
ト
や

ベ
ト
ナ
ム
で
現
在
実
施
中
の
プ
ロ
ジェク
ト

で
は
、近
隣
住
民
も
参
加
し
た
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
に
よ
る
植
生
工
を
実
施
し
、住
民
の

維
持
管
理
意
識
の
向
上
に
も
一
役
買
って

い
る
。河

川
伝
統
工
法
を
担
う

日
本
人
専
門
家

　

適
材
適
所
で
河
川
伝
統
工
法
を
採

用
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
た
が
、わ

が
国
に
お
い
て
も
戦
後
の
昭
和
30
年
代

頃
か
ら
河
川
伝
統
工
法
に
代
わ
り
、近

代
工
法
が
主
流
化
し
て
き
た
た
め
、わ
が

国
の
河
川
技
術
者
で
あ
っ
て
も
必
ず
し

も
河
川
伝
統
工
法
の
技
術
に
熟
達
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。特
に
開
発
途
上
国

の
河
川
に
お
い
て
は
、日
本
と
流
況
や
地

質
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
場
合
も
多

く
、ま
た
使
用
可
能
な
観
測
デ
ー
タ
が

非
常
に
限
ら
れ
て
い

る
場
合
が
多
い
た
め
、

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ

る
専
門
家
は
、既
往
の

文
献）

1
（

な
ど
を
参
考
に

し
つ
つ
、現
地
の
特
徴

を
熟
慮
し
た
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。し
た

が
っ
て
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
の
能
力
強
化
が
目

的
で
は
あ
る
が
、一
方

で
日
本
人
専
門
家
に

と
っ
て
も
河
川
伝
統

工
法
を
実
践
し
、技

術
レ
ベル
の
向
上
を
図

れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
あ
る
。

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

河
川
伝
統
工
法
は
わ
が
国
が
比
較
優

位
に
あ
る
技
術
の
一つ
に
上
げ
ら
れ
、す
で

に
防
災
分
野
の
国
際
協
力
の
有
力
な
メ

ニュー
に
な
って
い
る
。ま
た
、ラ
オ
ス
に
とっ

て
も
河
川
伝
統
工
法
は
近
隣
国
に
先
駆

け
て
導
入
し
、す
で
に
10
年
以
上
の
実
績

を
持
つ
た
め
、将
来
的
に
は
ラ
オ
ス
が
中

心
と
な
り
、東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
他
国

に
対
し
て
、い
わ
ゆ
る
南
南
協
力
を
推
進

で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。本
プ
ロ

ジェク
ト
を
成
功
さ
せ
、ラ
オ
ス
全
国
に
河

川
伝
統
工
法
が
普
及
展
開
さ
れ
る
素
地

を
確
立
す
る
と
と
も
に
、河
川
伝
統
工
法

を
活
用
し
た
次
な
る
国
際
協
力
の
ス

テ
ー
ジ
に
進
め
る
べ
く
、関
係
各
位
の
協

力
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
く
次
第
で
あ

る
。
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葉
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岸
を
侵

食
か
ら
防
御
す
る
工
法
。構
造
が
簡
単
で
、土

砂
の
堆
積
効
果
も
備
え
る
。

写真4　 中国の支援によるボケオ県での護岸
整備（2010年2月）（松永雄紀氏撮影）

写真5　 パイロットプロジェクト終了後の植生繁茂（2010年2月）（松永雄
紀氏撮影）
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